






1.研究の動機 

多年にわたり二分脊椎ならびに小児パラプレジアに関する研究を行ってきたが,この数年

来筋の脊椎神経支配レベルに関しての書物の記載に疑問を抱くようになった。というのは.

症例について,くわしく筋の利き方を分折してみると,しばしば書物の脊髄神経支配レベル

についての記載と合致しないことがあるのである。たとえば,第 7頸髄麻痺(第 8頸髄以下

の完全損傷)の場合,Danie1 の ManuaI Musole Testing,あるいは Bing の脳・脊髄の局所診

断学によれば母指対立筋,Oppouens pollieis は,その神経支配が第 6・7頸髄神経だから当

然麻痺を免れよく利いているはずなのに,利いていないことがある,というより利いてない

ことの方が多いのが私の日頃の印象である。 


